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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

言
わ
れ
て
き
た
大
阪
、
お
い

し
い
し
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
保
育
園
で
も
教
え
る

こ
と
が
違
う
。

　

大
阪
に
は
、「
な
に
わ
の

伝
統
野
菜
」
と
言
わ
れ
る
野

沢
菜
の
原
種
）、
独
活
の
16

種
類
。
都
市
化
に
よ
り
一
度

は
消
滅
し
た
が
、
現
在
は
全

て
が
生
産
さ
れ
販
売
さ
れ
て

い
る
。

　

田
辺
大
根
は
、
東
住
吉
区

の
付
け
替
え
工
事
に
よ
り
氾

濫
の
少
な
い
現
在
の
流
れ
に

な
り
河
内
平
野
は
肥
沃
な
農

作
地
と
な
っ
た
。
河
内
平
野

で
は
綿
の
生
産
が
盛
ん
に
な

り
、
耕
地
総
面
積
の
６
割
で

棉
が
作
ら
れ
た
。
棉
と
棉
の

間
で
栽
培
さ
れ
た
の
が
天
王

寺
蕪
、
田
辺
大
根
で
、
棉
の

道
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
）
な
ど
の

開
通
に
よ
り
都
市
化
さ
れ
た

こ
と
で
田
畑
が
減
り
、
害
虫

の
発
生
、
ウ
イ
ル
ス
病
の
多

発
、
紀
州
大
根
の
流
入
も
あ

っ
て
田
辺
大
根
は
姿
を
消
し

た
。
１
９
８
７
年
に
大
阪
市

農
産
物
品
評
会
で
絶
滅
し
た

は
ず
の
田
辺
大
根
が
発
見
さ

れ
、
大
阪
府
立
食
と
み
ど
り

の
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
で
栽

培
さ
れ
復
活
し
た
。

　

田
辺
大
根
は
煮
崩
れ
せ
ず

甘
く
、
大
根
お
ろ
し
に
す
る

と
辛
味
大
根
の
種
な
の
で
非

常
に
辛
い
。

　

情
け
な
い
内
政
、
外
交
が

続
く
今
の
日
本
の
政
治
に
も

「
田
辺
大
根
」
の
よ
う
な
甘

味
と
辛
味
を
持
っ
た
政
治
家

が
望
ま
れ
る
。

 

（
新
聞
部
・
近
藤
正
）

間
に
植
え
ら
れ
た
作
物
に
は

風
が
当
た
ら
ず
品
質
が
良
か

っ
た
。

　

１
８
８
９
年
の
大
阪
市
は

大
川
周
辺
に
北
区
、
東
区
、

西
区
、
南
区
の
み
で
、
そ
の

近
隣
は
農
村
で
多
く
の
伝
統

野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

１
９
２
９
年
の
阪
和
電
気
鉄

菜
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
煮
物
、

漬
物
な
ど
で
親

し
ま
れ
て
き

た
。
毛
馬
胡

瓜
、
玉
造
黒
門

越
瓜
、
服
部
越

226

田
辺
大
根（
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
）

　

保
育
園
に
行
っ
て
い
る
子

が
「
♪
大
阪
に
は
う
ま
い
も

ん
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
や
で

♪
、
イ
カ
焼
き
、
た
こ
焼

き
、
お
好
み
焼
き
♪
、
豚
マ

ン
♪
」
と
歌
い
な
が
ら
、
楽

し
そ
う
に
踊
っ
て
く
れ
た
。

昔
か
ら
「
天
下
の
台
所
」
と甘味と辛味を併せ持った田辺大根

　

昨
年
12
月
、
ケ
ビ
ン
・
メ

ア
米
国
務
省
日
本
部
長
（
当

時
）
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行

っ
た
米
国
大
学
生
ら
に
対
す

沖
縄
県
民
を
侮
辱
し
憲
法
９
条
踏
み
に
じ
る

メ
ア
前
日
本
部
長
発
言
に
抗
議
す
る

東
住
吉
区

東
住
吉
区

で
柏
原
か
ら
八
尾
、
布
施
を

流
れ
大
阪
城
の
東
北
で
寝
屋

川
さ
ら
に
大
川
に
合
流
し
て

お
り
、
氾
濫
し
て
頻
繁
に
洪

水
被
害
を
起
こ
し
た
。

　

大
和
川
は
、
１
７
０
４
年

細
長
い
大
根
と
違
い
形
状
は

丸
く
、葉
部
は
生
毛
が
な
い
。

蕪
に
近
い
球
形
だ
っ
た
田
辺

大
根
は
、
品
種
改
良
さ
れ
筒

状
に
な
り
「
横
門
大
根
」
と

も
言
わ
れ
た
。
味
も
よ
く
な

っ
て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て

い
た
。

　

田
辺
地
区
は
、
江
戸
時
代

幕
府
直
轄
領
に
な
り
、
北
田

辺
村
、
南
田
辺
村
が
開
墾
さ

れ
、
松
原
新
田
（
南
田
辺
か

ら
鶴
ヶ
丘
）、
猿
山
新
田

（
西
田
辺
）
と
な
っ
た
。
大

和
川
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま

瓜
、
勝
間
南
京
、
水
茄
子
、

鳥
飼
茄
子
、
田
辺
大
根
、
守

口
大
根
、
大
阪
四
十
日
大

根
、
天
王
寺
蕪
、
金
時
人

参
、
石
川
早
生
、
蓮
根
、
吹

田
慈
姑
、
大
阪
し
ろ
な
（
野

縄
の
人
は
日
本
政
府
に
対
す

る
ご
ま
か
し
と
ゆ
す
り
の
名

人
だ
」「
沖
縄
の
人
は
怠
惰

で
ゴ
ー
ヤ
ー
も
栽
培
で
き
な

い
」「
沖
縄
は
離
婚
率
、出
生

率
、特
に
婚
外
子
の
出
生
率

が
多
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
の

高
い
酒
を
飲
む
文
化
が
あ

り
、
飲
酒
運
転
率
が
高
い
」

な
ど
と
発
言
。
普
天
間
基
地

に
つ
い
て
は
「
沖
縄
の
人
は

い
つ
も
普
天
間
飛
行
場
は
世

し
て
『
も
し
お
金
が
欲
し
い

な
ら
サ
イ
ン
し
ろ
』
と
言
う

必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
述
べ

た
。
ま
た
、
基
地
が
市
街
地

界
で
最
も
危
険
な
基
地
だ
と

言
う
が
、
彼
ら
は
、
そ
れ
が

本
当
で
な
い
と
知
っ
て
い

る
。
福
岡
空
港
や
伊
丹
空
港

だ
っ
て
同
じ
よ
う
に
危
険

だ
」。
ま
た
普
天
間
基
地
移

設
問
題
に
関
し
て
は
、「
日

本
政
府
は
沖
縄
の
知
事
に
対

に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も

「
基
地
は
も
と
も
と
水
田
地

帯
に
あ
っ
た
が
、
沖
縄
が
米

国
の
施
設
を
囲
む
よ
う
に
都

市
化
と
人
口
増
を
許
し
た
の

で
、
今
は
市
街
地
に
あ
る
」

な
ど
と
学
生
に
説
明
し
た
。

　

メ
ア
氏
の
一
連
の
発
言

じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
発
言
は
一

個
人
の
放
言
で
す
ま
さ
れ
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
沖

縄
な
ど
に
基
地
を
置
い
て
日

本
に
居
座
り
続
け
る
米
国
の

「
占
領
者
意
識
」
に
裏
打
ち

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

は
、
平
和
で
基
地
の
な
い
県

を
め
ざ
す
沖
縄
県
民
を
侮
辱

す
る
と
と
も
に
、戦
後
、米
軍

が「
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」

で
県
民
の
土
地
を
不
法
に
強

奪
し
て
基
地
を
築
き
、
日
本

の
米
軍
基
地
の
75
％
を
沖
縄

に
お
し
つ
け
て
き
た
歴
史
を

ゆ
が
め
る
も
の
で
あ
り
、
断

点
に
重
大
な
問
題
が
あ
る
。

　

ま
た
メ
ア
氏
は
「
も
し
日

本
が
改
憲
す
る
な
ら
、
日
本

は
（
在
日
）
米
軍
を
必
要
と

し
な
く
な
り
、
米
国
に
と
っ

て
は
よ
く
な
い
」
と
憲
法
９

条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
平
和

主
義
を
ふ
み
に
じ
り
、
米
軍

基
地
を
今
後
も
存
続
さ
せ
る

民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
、
憲
法
25
条
を
守
る
と
同

時
に
、
９
条
改
定
に
も
反
対

す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て

き
た
。
我
わ
れ
は
米
国
が
公

式
に
沖
縄
と
日
本
政
府
に
文

書
で
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、

メ
ア
氏
の
暴
言
の
根
拠
や
意

図
を
徹
底
究
明
す
る
こ
と
を

べ
き
だ
と
い
う
趣
旨
の
発
言

も
し
て
い
る
。

　

メ
ア
氏
は
日
本
部
長
の
職

を
更
迭
さ
れ
、
駐
日
大
使
が

沖
縄
県
知
事
に
謝
罪
を
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
許

さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
大

阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
は
国

た
こ
と
に
も
強
い
怒
り
を
感

じ
る
も
の
で
あ
り
、
改
め
て

普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去

を
要
求
す
る
。

　

２
０
１
１
年
３
月
12
日

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

　

第
23
回
理
事
会

る
講
義
で
の
発
言

に
沖
縄
県
民
は
じ

め
全
国
各
地
で
怒

り
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

　

メ
ア
氏
は
「
沖

　

協
会
は
第
23
回
理
事
会
で
、
ケ
ビ
ン
・
メ
ア
米
国
務
省
前
日
本
部
長
に
よ
る
沖
縄
県

民
蔑
視
の
発
言
、
憲
法
９
条
の
平
和
主
義
を
無
視
し
た
発
言
に
抗
議
し
、
発
言
の
意
図

の
究
明
と
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
求
め
る
声
明
を
採
択
し
た
。
以
下
に
全
文
を

掲
載
す
る
。

特
産
の
白

首
の
大
根

で
現
在
の

日
時　

４
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
１
０
年
４
月
版
）、『
２

０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

第
３
回
社
保
講
習
会

4
月
度
生
涯
研
修

日
時　

４
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

保
田
好
隆
氏
（
元
大
阪
大
学
歯
学
部
助
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

開
業
医
の
た
め
の
歯
科
矯
正
治
療

日
時　

５
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

講
師　

午
前
：
油
谷
純
子
氏
（
目
白
短
期
大
学
生
活
科
学
科

教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

内
容　

午
前
は
「
患
者
接
遇
の
実
際
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
レ
ー
ム
対
応
」

　
　
　

午
後
は
助
手
編
と
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
配
布
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

第
50
回
定
期
総
会
記
念
講
演

日
時　

５
月
29
日
（
日
）
午
後
４
時
10
分
〜
６
時
10
分

会
場　

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー（
地
下
鉄
中
央
線
「
弁
天

町
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

米
井
嘉
一
氏
（
同
志
社
大
学
大
学
院
生
命
医
科
学
研

究
科
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
教
授
）

定
員　

１
０
０
人　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

口
か
ら
見
た〝
全
身
の
健
康
〞・
長
寿
へ
の
提
言

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時　

６
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時
京
阪「
天
満
橋
」駅
集
合

コ
ー
ス　

天
満
橋
↓
将
棋
島
跡
↓
保
険
医
協
会
発
祥
地
↓
亀

岡
街
道
↓
川
崎
東
照
宮
跡
↓
大
塩
平
八
郎
「
洗
心

洞
」
跡
↓
造
幣
局
↓
桜
ノ
宮
橋
（
銀
橋
）
↓
藤
田

邸
公
園
↓
心
中
天
網
島
ゆ
か
り
の
大
長
寺
↓
網
島

↓
片
町
↓
野
田
橋
跡
↓
鯰
江
川
跡
↓
京
橋

案
内
人　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

会
費　

５
０
０
円

※
終
了
後
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す

協
会
発
祥
地
か
ら
藤
田
邸
公
園
と
京
街
道
を
辿
る

強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

　

同
時
に
、
こ
の

よ
う
な
人
物
が
普

天
間
基
地
移
設
問

題
を
担
当
し
て
い

無
料
相
談
室

◎
法
律

日　

時　

４
月
４
日
（
月
）

 

午
後
２
時
〜
４
時

相
談
者　

河
村
武
信
弁
護
士

◎
税
務

日　

時　

４
月
20
日
（
水
）

 

午
後
２
時
〜
５
時

相
談
者　

和
泉
節
夫
税
理
士

◎
雇
用

日　

時　

４
月
21
日
（
木
）

 

午
後
２
時
〜
４
時

相
談
者　

堀
口
正
二
社
労
士

※
相
談
料
は
い
ず
れ
も
無

料
、
会
場
は
保
険
医
会
館

１
階
で
す
。

※
必
ず
事
前
に
協
会
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


